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１ 開 会 

○議長（佐貫薫） ただいまから、全員協議会を開会いたします。 

  初めに、市長から御挨拶があります。 

（10：00） 

 

２ あいさつ 

◯市長（森島武芳） おはようございます。 

全員協議会の開催に当たりまして、一言御挨拶を申し上げたいというふう

に思います。 

本日は御多用の中、御出席を賜りまして誠にありがとうございます。 

本日の議題に関しましては、令和５年度矢板市一般会計決算の概要につい

て、など６件でございます。こちらの件につきましては、担当する所管部課長

から御報告いたしますのでよろしくお願いを申し上げます。 

簡単ではございますが、開会に当たりましての御挨拶とさせていただきま

す。 

 

３ 議 題 

⑴  報告事項について 

① 令和５年度矢板市一般会計決算の概要について 

○議長 次に、３ 議題（1）報告事項について、①について説明を求めます。 

〇総務課長（髙橋弘一）おはようございます。 

令和５年度矢板市一般会計決算の概要について御報告いたします。 

決算の概要につきましては、この項目ごとに四角で囲んだ枠の中に記載して
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おりますので、その主な内容を御説明いたします。 

初めに、1 の決算規模でございます。令和５年度の一般会計の決算規模は、 

概数で申し上げますが、歳入は 166 億 4,500 万円。対前年度比 11 億 4,300 万

円、7.4％の増でございます。歳出は 159 億 9,800 万円。対前年度比 12 億 1,100

万円、8.2％の増でございます。それぞれ増加しておりますが、その主な要因

につきましては、泉きずな館の整備事業や城の湯温泉センターの改修事業、文

化スポーツ複合施設整備事業などの増によるものでございます。 

続きまして、２の決算収支でございます。（1）の決算収支一覧の表がござい

ますが、①の歳入総額から②の歳出総額を差し引いた形式収支と、その形式収

支から④の翌年度に繰越すべき財源を差し引いた⑤実質収支は、ともに黒字決

算となっております。⑥の単年度収支と⑩の実質単年度収支につきましては、

それぞれマイナスとなっております。 

（2）に決算収支の推移の表がございますが、右端に実質収支比率がござい

ます。こちらは前年度より 0.8 ポイント減少し、7.6％となっております。 

続きまして２ページ、３の歳入でございます。主な区分ごとの増減理由は記

載してあるとおりでございます。 

（1）の歳入一覧の表がございますが、この表の下から２行目の自主財源、

こちらにつきましては、自主財源である市税や寄付金は増加いたしましたが、

繰入金や繰越金、そして諸収入が減少したことによりまして、前年度に比べ

5.5 ポイントを減少し、39.8％となっております。 

続きまして３ページになります。（2）の地方税内訳一覧は、市税の内訳でご

ざいます。景気の持ち直し傾向による個人市民税の増加や、新築家屋の増によ

る固定資産税の増加などによりまして、この表の最後の行になりますが、市税

全体では 1.0％の増となっております。 
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続きまして４の歳出でございます。（1）の目的別歳出、そして次のページに

なりますが、４ページの（3）性質別歳出がございますが、主な区分ごとの増

減理由はこちらも記載のとおりでございます。４ページの中段に、（4）性質別

歳出一覧の表がございます。この表の下から２行目の義務的経費につきまして

は、人件費等を公債費、こちらを減少しておりますが、扶助費が増加したこと

によりまして、義務的経費の金額は増加しておりますが、歳出合計に占める割

合は、前年度に比べ 2.3 ポイント減少し、41.2％となっております。次の投資

的経費は、泉きずな館の整備事業や城の湯温泉センターの改修事業、文化スポ

ーツ複合施設整備事業、こちらの増加などによりまして、前年度に比べ 11.0

ポイント増加し、20.9％となっております。 

それでは続きまして５ページ以後の財政構造でございます。 

まず、経常収支比率につきましては、1.3 ポイント上昇し、91.1％となって

おります。これは経常一般財源と言われております市税や地方交付税などは増

加いたしましたが、スクールバスの運行委託料や塩谷広域塵芥処理事業の負担

金などの経常経費充当一般財源が増加したことによるものでございます。 

次に将来負担比率でございますが、地方債現在高こちらは増加いたしました

が、減債基金や公共施設整備基金、庁舎等整備基金などを基金残高が増加した

ことなどによりまして、この比率、本市では初めて数値なしとなりました。 

次の実質公債費比率は、比率を計算する上で分子となる地方債の元利償還金が

減少したこと。また、分母となる標準財政規模が増加したということによりま

して、0.2 ポイントを減少しまして、8.4％となっております。そして次が地

方債現在高でございますが、これは泉きずな館の整備事業、城の湯温泉センタ

ー改修事業、そして文化スポーツ複合施設整備事業など、大型の建設事業の増

加によりまして 4.6％の増となっております。最後の積立金現在高につきまし
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ては、減債基金の他、公共施設整備基金や庁舎等整備基金の増加によりまし

て、積立金全体では 5.5％の増となっております。 

６ページ以降の資料につきましては、決算状況等をグラフにしたものでござ

いますので、後ほど御覧いただければと思います。 

一般会計の決算概要につきましては以上でございますが、特別会計と企業会

計、これを含めた決算につきましては、９月に開催いたします定例会議に議案

として提出いたしますので、その際、御審議のほどをよろしくお願いいたしま

す。 

説明は以上です。 

〇議長 説明は終わりました。御質疑等ありませんか。 

（なし） 

〇議長 ないものと認めます。 

 

② 事故報告について 

○議長 次に、②について説明を求めます。 

○総務課長 それでは続きまして、市有マイクロバスの物損事故について御報

告いたします。 

事故の発生日時は７月４日木曜日、場所は栃木県栃木市でございます。 

事故の状況でございますが、バスが鉄道踏切を通過直後に右折した際、運転

手の不注意により、踏切の遮断器を保護している縁石に接触したものでござい

ます。バスに乗車していた方に怪我はございませんでした。当日、乗車してい

た方には御心配御迷惑をお掛けいたしました。 

市民が乗車する市有バスの事故ということで、改めて委託業者に対しまして、

社内での交通安全教育の徹底について指示したところでございます。 
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なお、バスの修繕費につきましては、委託業者が負担いたします。 

説明は以上です。 

〇議長 説明は終わりました。御質疑等ありませんか。 

（なし） 

○議長 ないものと認めます。 

 

③ 低所得者支援及び定額減税を補足する給付の追加補正について 

○議長 次に、③について説明を求めます。 

〇社会福祉課長（沼野晋一） では、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金を活用した、低所得者支援及び定額減税を補足する給付について、追加の

補正が必要となったため、御報告いたします。 

資料を御覧いただきたいと思います。この制度の概要といたしましては、新

たに、令和６年度の住民税均等割が非課税となる世帯と、均等割のみが課税と

なる世帯１世帯当たり 10 万円を給付すること。また、その非課税世帯と均等

割のみが課税となる世帯に、児童加算として、18 歳以下の児童１人当たり５

万円を給付するもの。そして、令和６年の所得税及び令和６年度の住民税にお

いて、定額減税し切れないと見込まれる納税義務者への給付、いわゆる調整給

付に係る事業でございます。 

この中で、６月補正に提出いたしました調整給付額につきまして、国から示

されました基準額をベースに算定したものであり、1億 6,800 万円を計上した

ところでございます。 

このたび、令和６年度の課税データをもとに、国から示されました計算ツー

ルを用いて給付額を計算した結果、約 2億 3,400 万円となりまして、約 6,600

万円の不足が生じることになったものでございます。そのため、追加で補正予
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算を編成するものでございます。 

これらの経費につきましては、８月の随時会議に補正予算を議案として提出

いたしますので、よろしくお願いしたいと思います。 

以上でございます。 

〇議長 説明は終わりました。御質疑等ありませんか。 

（なし） 

○議長 ないものと認めます。 

 

 

④ 栃木県議会県土整備委員会県内調査の実施について 

○議長 次に、④について説明を求めます。 

〇建設課長（柳田豊） 栃木県議会県土整備委員会県内調査の実施について御報

告させていただきます。 

本調査は、栃木県議会県土整備委員会が県所管事業に係る各市町の要望や課

題などについて、地元選出県議会議員及び市町関係者出席のもと調査を実施す

るものでございます。 

今年度は７月 23 日火曜日に開催され、調査会議会場が矢板市文化スポーツ

複合施設にて行われます。 

調査会議では、重点要望箇所のみの説明となりますが、本市は午前 10 時 40

分から始まる予定であります。 

また、市議会からの出席者におきましては、議長、副議長並びに教育福祉産

業常任委員の皆様方に御出席をお願いしているところでございます。 

調査会議におきましては、資料に記載の重点要望箇所、都市計画道路３・４・

10 号 駅前通り、一般県道大田原矢板線の一部と、一般県道矢板停車場線を



8 

要望いたします。 

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、本日の午後に現地調査、説明を

させていただきますので、御臨席賜りますとともに、当日におきましては、御

支援いただきますようよろしくお願いいたします。 

説明は以上となります。 

〇議長 説明は終わりました。御質疑等ありませんか。 

（なし） 

○議長 ないものと認めます。 

 

 

⑤ 令和６年度２４歳のつどいの開催について 

○議長 次に、⑤について説明を求めます。 

〇生涯学習課長（佐藤賢一） 令和６年度 24 歳のつどいの開催について御報告 

をいたします。 

本事業の目的は、市内在住、市内事業所に在勤などのほか、本市にゆかりの

ある若者同士の交流の機会を創出し、ふるさと意識の醸成を図るとともに、多

様な人材が本市に根づくことで、地域の活性化を図ることとしております。 

令和６年度の当初予算の審議の際には、25 歳を対象として本事業を行う旨

説明をさせていただきましたが、その後森島市長との打ち合わせや、当初予算

の議会審議の際にも対象を 24 歳とすることについて、御意見をいただいてお

りました。 

このようなことから、再度内部で検討を行いまして、事業の目的につきまし

ては変更を行わずに、新型コロナウイルス感染症により成人式が開催されなか

った、今年度 24 歳を迎える方を対象として開催することといたしました。開
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催日時や開催場所は記載のとおりとなります。当日は次の資料の次のページに

なるのですけども実施要項の７の日程・内容のとおり、立食パーティー形式に

よりまして交流が盛んになるような催し物を実施していきたいと考えている

ところでございます。 

なお、本事業の周知や実施をいたします内容につきましては、当時の成人式

実行委員の皆さんなどの御協力を得て進めているところでございます。 

また、市内事業者の御協力を得まして、事業者のＰＲについても盛り込んで

いければと考えているところでございます。 

報告は以上でございます。 

〇議長 説明は終わりました。御質疑等ありませんか。 

（なし） 

○議長 ないものと認めます。 

 

 

⑥ 「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」の実施について 

○議長 次に、⑥について説明を求めます。 

〇生涯学習課長 続きまして「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」の実施に 

ついて御報告をいたします。 

矢板市文化スポーツ複合施設の開場を記念いたしまして、来月８月の 26 日

にリアンビレッジ矢板（とちぎフットボールセンター）におきまして、「夏期

巡回ラジオ体操・みんなの体操会」が開催をされます。 

概要につきましては資料の記載のとおりでございますが、５の参加方法につ

きましては、どなたでも参加いただくことが可能でございますので、議員の皆

様におかれましても、御都合が合えば、当日午前６時までに会場に御来場いた
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だきますようお願いをいたします。 

当日、荒天などによる開催の可否につきましては、専用ダイヤルが設けられ

ます。午前４時 30 分頃から自動音声案内によりまして、案内を行いますので

御活用いただければと思っております。 

次のページの７の当日の駐車場でございますが、会場となるリアンビレッジ

矢板、矢板市文化スポーツ複合施設の駐車場におきましては、９月１日に行わ

れます栃木県・矢板市総合防災訓練の準備がすでに行われている状況でござい

まして、一部使用できない状況となってございます。駐車台数に限りがござい

ますので、矢板市立東小学校の校庭を臨時駐車場といたしますので、こちらに

ついても御利用いただけますようお願いをいたします。 

報告は以上でございます。 

〇議長 説明は終わりました。御質疑等ありませんか。 

（なし） 

○議長 ないものと認めます。 

 

 

４ その他 

○議長 議員各位及び市当局から何かありませんか。 

（なし） 

〇議長 ないものと認めます。 

 

５ 閉会 

○議長 以上で全員協議会を閉会いたします。お疲れさまでした。 （10：19） 
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令和  年  月  日 

 

 

議長 

 

 


